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１．背景と課題
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はじめに

� カンパニー
� 金融・公共(P&F)

� システム基盤(S&T)

� テレコム・流通・製造・
グローバル(G-IT)

� 自担当役割

� カンパニーSPI活動事務局

P&F G-ITS&T

P&F
部門1

P&F
部門2

P&F
部門N

S&T
部門1

S&T
部門2

S&T
部門N

G-IT
部門1

G-IT
部門2

G-IT
部門N

全社全社

ミドル部門組織
（カンパニー共通機能）

ミドル部門組織
（カンパニー共通機能）

現場組織現場組織

全社組織全社組織

【 G-ITカンパニーSPI活動事務局】
・年度計画策定
・施策サポート（同行、現場）
・活動振り返り

� 全社SPI活動
� QMS監査活動(H11～)

• ISO9001外部審査の要求活動

� CMMI活動(H16～)
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活動の背景・目的

� G-IT開発案件状況

� 対象業種の多様化

� 要求仕様の複雑化

� 短納期開発

� コスト低減

更なる生産性
品質向上が不可欠

SPI活動リニューアル
現場に役立ち、自律的かつ継続的に回るSPI活動を目指す!!

� SPI活動成果

� 品質安定

� 組織体力向上

� ISO9001認定

� CMMIレベル達成

SPI活動が
生産性品質向上に寄与

現状を打開し、今後に繋げる１つの切り口
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現状の問題・課題

1 監査品質確保
QMS監査人に対するトレーニングは行っているが、

監査品質にバラツキがある

2 アフターフォロー不足
QMS監査後の改善状況把握が不十分
（指摘事項・改善の機会対応、改善効果等）

3 横展開不足
QMS監査結果の横展開や分析評価が不十分
(成果物および、指摘事項、ストロングポイント等)

4 施策連携不足
SPI活動施策と他の施策との連携が不十分
（リスク審査や問題プロジェクト分析等）

5 SPI施策重複感
SPI活動施策内の施策連携が不十分
（QMS監査とCMMI）
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２．解決策
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基本方針

QMS新規施策

組織成熟度
向上

組織成熟度
向上

QMS既存改善

生産性向上
品質向上

生産性向上
品質向上

QMS
監査

SPI活動リニューアル
現場に役立ち、自律的かつ継続的に回るSPI活動を目指す!!

CMMI知見
ISO9004要素

相関

組織系活動

エンジニアリング
活動
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問題・課題分析と対策（施策）

QMS監査品質の確保

アフターフォロー不足

横展開不足

施策連携不足

SPI施策の重複感

組織成熟度の見える化

データ分析による施策改善

ナレッジシェア構築

QMS監査品質向上

QMSとCMMIの統合

【課題】 【施策】
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体制

CMMI有識者ＱＭＳ有識者

マネージャ
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スケジュール

組織成熟度
の見える化

データ分析による
施策改善

ナレッジシェア
構築

QMS
監査品質向上

QMSとCMMI
の統合

H23’ H24’
4               10                4  ～

本格適用本格適用本格適用本格適用

試行適用

試行適用

試行適用

試行適用

試行適用

試行適用

試行適用

企画検討

施策

高

高

高

中

低

優
先
度

企画検討

試行適用

企画検討

本格適用本格適用本格適用本格適用

本格適用本格適用本格適用本格適用

本格適用本格適用本格適用本格適用
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３．施策紹介
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施策紹介-QMS新規施策（その１）

組織成熟度の見える化
優先度
高

診断カルテ
・案件プロフィール
・判定結果
・所見
・レーダーチャート

判定基準表
QMS監査対象項目を
カテゴリーに分類し、
レベル(1-5)を定義

【組織】
（上位マネージャ）

【組織】
（上位マネージャ）

【プロジェクト】【プロジェクト】

①QMS監査

【事務局】【事務局】
【現場】【現場】

③診断カルテ作成

④プロジェクトへのフィードバック

⑤現場組織（上位マネージャ）へのフィードバック

②組織成熟度判定

⇒ 現場に気づきを与え、自律的かつ継続的に回るSPI活動を!

ツール類ツール類
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施策紹介-QMS新規施策（その１）

組織成熟度の見える化-レベル ［開発］

【【【【レベルレベルレベルレベル1111】】】】 【【【【レベルレベルレベルレベル2222】】】】 【【【【レベルレベルレベルレベル３３３３】】】】 【【【【レベルレベルレベルレベル4444】】】】 【【【【レベルレベルレベルレベル5555】】】】

是正処置票起票に対応する指摘レベル

改善の指摘 改善の機会 指摘事項なし ストロングポイント ストロングポイント

・やられていない。
・標準的なルール
が無く、人（チー
ム）により、やり方
が全く異なる。

・人（チーム）によ
るやり方の差異は
小さいが、プロセ
ス定義が不十分
（ルールが明文化
されていない）。
・プロセス定義は
されているが、陳
腐化しており、プ
ロジェクトメンバに
認識されていない。

・プロセス定義が
なされ（ルールが
明文化され）、概
ね順守されている。

・継続的にプロセ
ス改善を行ない、
改善サイクルが定
着している。
・定量管理が一般
的でない事項を、
定量化して管理・
分析し改善に繋
げている。
・自動化やツール
を活用するなどし
て、大きな効果を
上げている。

・革新的または独
創的なやり方を実
践し、社内外向け
に発表する価値の
ある成果をあげて
いる。
・主要なステーク
ホルダー（顧客、プ
ロジェクトメンバ、
社会等）に対する
大きな付加価値を
生んでいる。
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施策紹介-QMS新規施策（その１）

組織成熟度の見える化-カテゴリ ［開発］

カテゴリカテゴリカテゴリカテゴリ QMSQMSQMSQMS監査監査監査監査のののの管理項目管理項目管理項目管理項目

1 教育 教育

2 受注・PJ計画 企画受注、開発①(PJ計画)

3 仕様・構成管理 仕様管理、構成管理

4 測定と監視 進捗管理、品質管理、顧客満足度、
サービス判定会議

5 購買・外注 購買、不適合製品の管理

6 文書・記録管理 文書・記録管理、顧客所有物の管理

7 移行・納品 移行・納品、工事完了報告

8 プロセス改善 改善目標管理、プロセス改善、是正・予防処置
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施策紹介-QMS新規施策（その１）

組織成熟度の見える化-判定基準表 ［開発］(抜粋)
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施策紹介-QMS新規施策（その１）

組織成熟度の見える化-診断カルテ ［開発］(ダミー)
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施策紹介-QMS新規施策（その２）

データ分析による施策改善

組織成熟度組織成熟度

QMS監査

ISO外部審査

CMMIｱｾｽﾒﾝﾄ

成熟度
の算出

【プロセス系指標】

品質データ

生産性データ

・成果物（結果）系指標

組織成熟度

品
質
（

P
T

す
り
抜
け
密
度)

生
産
性
（

F
P

生
産
能
率)

統計的に分析し各種

指標の関連性を見る

相関イメージ相関イメージ

・その他指標

リスク審査値

・・・・・

【開発管理指標】

組織成熟度

優先度
高

⇒ 生産性・品質向上施策の効果的な改善活動に繋げる
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施策紹介-QMS新規施策（その３）

カンパニー内ナレッジシェア構築(検討中)

●各種ノウハウ【PJ/事務局】
●成果物/様式【PJ】

●各種施策に応じた
タスクの実施/フォロー

●（当該プロジェクトの）成果物
/ノウハウの提出

●過去実施案件の情報参照
●様式類のダウンロード

●過去実施案件の情報参照
●様式類のアップロード
●成果物/ノウハウの参照/登録

ナレッジDB

優先度
中

FP計測FP計測

リスク審査リスク審査

QMS監査QMS監査

標準化WG標準化WG

CMMI支援CMMI支援

品質・生産性品質・生産性

その他施策、等々その他施策、等々

【事務局側】

●各種施策の実施結果【事務局】
●各種データ分析結果【事務局】

【プロジェクト側】

【プロジェクト側】

【プロジェクト側】

⇒ G-IT全体の組織力を活かせる土台と文化を醸成する
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施策紹介-QMS既存改善（その１）

QMS監査品質の向上

QMS監査とCMMIの統合（検討中）

優先度
高

優先度
低

� 有識者の導入
• ISO9001要求事項やCMMI等のソフトウェア開発モデル
に通じた有識者を、監査者またはオブザーバに加える

� 監査チェックリストの改善

� QMS監査とCMMI活動のPPQAを統合

⇒ CMMI活動組織における施策の重複感を解消する

⇒ マンネリ感を払拭し、新たな“気づき”を与える
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４．活動実績と期待効果
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活動実績

組織成熟度
の見える化

データ分析による
施策改善

ナレッジシェア
構築

QMS
監査品質向上

QMSとCMMI
の統合

H23’ H24’
4                 10             4  ～

試行適用

試行適用

試行適用

企画検討 試行適用

試行適用

NowNow

高

高

高

中

低

施策
優
先
度

本格適用本格適用本格適用本格適用

本格適用本格適用本格適用本格適用

本格適用本格適用本格適用本格適用

本格適用本格適用本格適用本格適用

試行適用

試行適用

企画検討

試行適用

試行適用
・適用PJ件数：9件
・課題抽出：17件

試行適用
・適用PJ件数：9件
・課題抽出：17件

暫定試行分析暫定試行分析

企画検討
・コンテンツ整理

企画検討
・コンテンツ整理

試行適用
・監査CS見直し
・有識者導入

試行適用
・監査CS見直し
・有識者導入

上半期は震災や節電対応等により、試行適用件数は少ない
⇒下半期に年度計画分をリカバリー予定
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暫定試行分析

� プロセスと生産性および品質尺度の関係について、
組織成熟度は、離散値（２/３/４）で暫定評価したた
め、相関分析は行わず(※)、分散分析で対応した。

� なお、分析ツールはJMPツールを用いた。

(※)相関分析を行うには、尺度が共に連続値である必要がある。

区分区分区分区分 尺度尺度尺度尺度 データデータデータデータ

プロセス
組織成熟度(チームメンバにて、
“2”,“3”,“4”で暫定評価) 

29

生産性 生産性コスト[コスト/Step] 18

品 質
PTバグ密度、PTすり抜けバグ密度、
S後6ヶ月バグ密度

13

1 � Ｈ22年度ＱＭＳ監査案件[開発]：29案件

2

3

対象案件

分析尺度

分析方法



暫定試行分析
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� 【全体】
� 組織成熟度“2”の案件は１案件しか存在しないため、
組織成熟度”3”と”4”のみに着目した。また品質（S後
6バグ）についても、実測データが少ないため、対象外
とした。

� 実測データの質・量とも十分とは言えないが、概ね組
織成熟度が高いほど、生産性および品質は良い傾向
にある。

� 【プロセスー品質】
� 組織成熟度”4”の品質（PTバグおよびPTすり抜け）の
値の方が、組織成熟度”3”より、低い傾向である。

� 【プロセスー生産性】
� 組織成熟度”4”の生産性コストの値の方が、組織成熟
度”3”より、低い傾向である。

引き続き本データ分析を実施する

4 考察
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期待できる効果

組織成熟度のレベルに応じた、
効率的かつ効果的な監査の実施

組織成熟度と開発管理指標値との相関分析による

着地予測および早期アクション実施

データの収集・分析による

施策自体の効果的な改善

上位マネージャーへのフィードバックによる
組織レベルでの気づき、最適化の促進

施策の効果把握には、最低1サイクル回して組織成熟度データを蓄積
する必要があるため、今回の提案では期待できる効果を以下に示す。

【現場】 【事務局】
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５．今後の課題
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今後の課題

他カンパニー、全社へのフィードバック

グループ会社への展開

判定基準表のブラッシュアップ

未対応施策の実装
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ご静聴、ありがとうございました




